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N邸修景案（２００９年）

　本町中山道地区に住む施主がどのように建物を修景していきたいの
かを伺い、それに沿う修景案を提案しながら、街の景観に合う積極的な
提案を行った。
　計３回のインタビュー調査を行い、施主の意向を傾聴しこちらも提案
をして意見の擦り合わせを行った。
　N邸の修景内容は、まず色彩については、１）外壁は現状の色味より少
し濃いものとする　２）１階開口部、２階バルコニーの格子の色味は茶系
の明度の低いものとする　３）上階バルコニーは１階の格子に使用した
色彩より明度の高いものとする。
　次にファサードについては、１）１階の開口部に格子を設ける　２）１
階の開口部の上に庇を設ける　３）２階バルコニーに格子を設けること
を設定した。

街路空間の修景（２０１０年）

　中津川市が行う本町中山道地区における街路空間の公共整備に対して、住民の整備要望
を把握し、まちの将来像を作成することにより、計画条件を明確化することを行った。まず、街路
空間の現状を把握するために現地調査を行った。現地調査の結果、公共的な要素とし
て、水路、街路灯、灯籠、案内板、解説板、電柱、路面の７種類を収集した。
　現地調査の結果を踏まえて、公共整備に対する住民の整備要望を把握するために、
みちづくりワークショップを計３回行った。ここでは、「水路」、「路面」、「街路
灯・灯籠」、「案内板・解説板」を整備対象として、それらの整備要望を収集した。
その後、ワークショップで収集した要望を基に公共整備に対する将来像の計画条件を
導いた。
　実際に対象地区に住む住民から公共部分に対する要望を収集したことにより、まち
の現状の細かな問題点に対する要望や住民自らが維持管理できるようにしたいという
要望、来訪者をもてなすための要望など、公共整備後に住民や来訪者などが公共要素
を有効かつ長期的に使用していくことを想定した計画条件を得た。

親水空間の設計（２０１０年）

　これまでのワークショップの結果、現
在計画されている公共駐車場に親水空
間を設けることとなった。
　そこで今までに得た意見に基づき、
駐車場に設ける親水空間の実践案の
作成を行った。ここでは、まちの案内板・
解説板、水と触れ合える井戸や水路、
休憩ができるベンチなどを設けた。
　親水空間の提案は、2010年12月22
日に市役所、民間に直接説明し提出し
た。今後提案した親水空間や計画条件
に基づき、公共整備が進められる。
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・安全な幅や深さ　・滑りにくい素材
・清潔な水が流れる ・車避けの開渠

・鉄の蓋は不可
　使用なら工夫・自然素材 (石・木 )・親水空間

・生物を飼える場所 ・植物を植える ・蓋は部分的に開閉できるように・開渠と暗渠のメリハリ

水路
(63)

路面
(57)

街路灯
灯籠
(47)

案内板
解説板
(61)

計画条件

計画条件

計画条件
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・素材は腐食や
　汚れに強いもの

・素材は石 ・車道と歩道の
　路面素材を分ける

・車のスピードを
　抑える工夫

・歩きやすい素材
・平らな路面

・アスファルトは
　工夫して使用

・特別な場所には特別な路面
・中津川らしい路面 ・他宿場町と連続性 ・長く使える

　丈夫なもの

・中・低位置からの照明
・雰囲気を壊さない明るさ

・素材は腐食や汚れ
　に強いもの

・まちの出入り口
　に特別な灯籠・まちに馴染むもの ・防犯・安全性を

　考慮した明るさ
・スピーカーやAEDや
　防犯カメラを付加

・容易に電球が変えられる
　高さが低いもの

・わかりやすい目印や地図
・「ここから本町」とわかる案内

・歴史の道に合う色・形・素材
・看板や街路灯等と調和を図る

・素材は腐食や汚れに強いもの
・交換・差し替えができる・英語表記 ・街並に合う

　字体で統一 ・残る物は石製 ・壁に設置 ・中津川らしい　デザイン


